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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、複数の都道府県に跨いで発生する大規模災害や通信回線や機器の故障を伴う状況
をも考慮するため、災害情報ネットワークシステムを大規模分散システムとしてとらえ、新た
な分散システムの対故障性方式を開発した。また有線と無線を相互接続したネットワーク環境
を構築し、災害にも迅速に復旧できるネットワークシステムを開発した．さらにインターネッ
トを利用してどこからでも利用できる大規模災害情報共有システムを実現した． 
 
研究成果の概要（英文）：  
In this research, in order to consider both the computing and network system failures 
which occurred by large scale disasters generated access multiple prefectures, a new 
distributed system and its robust and reliable method are proposed. A quick recovery 
network by combining wireless and wired network is also proposed. Furthermore, a 
large scale disaster information sharing system based on Web-GIS which can be used 
for residents from anywhere and anytime is also developed. 
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１． 研究開始当初の背景 

近年国内外において地震、津波、噴火、
台風、大雪、洪水等より大規模災害が
多発しており、多くの犠牲者を出して
いる。その大きな原因の一つは災害時
の情報通信ネットワークシステムの脆
弱さによるものであり、情報通信シス
テムの故障や障害、あるいは通信手段
の寸断や破壊、さらには、公衆電話網
や携帯電話網等災害直後の急激な通信
トラフィックの輻輳やデッドロックに
より被災者への災害情報や避難情報伝
達の遅れや不正確性の問題に起因して
おり、災害時の故障・障害、信頼性に
対応できる情報通信の伝達手段が根本
的な改善や対策が望まれている。 

 
２． 研究の目的 

本研究においては複数の都道府県に跨
いで発生する大規模災害や通信回線や
機器の故障を伴う動的な状況をも考慮
するため、災害情報ネットワークシステ
ムを大規模分散システムとしてとらえ、
新たな分散システムの対故障性方式を
開発する。すなわちシステムのノード故
障（サーバ故障）、リンク故障（ネット
ワーク回線故障）および過負荷（パケッ
トトラフィック）の各々に対し動的に対
応できる耐故障や負荷分散可能な基本
技術を開発するため、動的モデルの理論
的定式化を行い、その上で対故障性の原
理と方式を考案する。またこれらの複合
的故障に対しても、各故障の相互関係を
明らかにして複合故障モデルを確立す
るとともに、災害時にシステムに要求さ
れる空間的、時間的要求仕様を設計する。
そしてこの設計仕様に基づき、実際に広
域 超 高 速 ネ ッ ト ワ ー ク (JGN2:Japan 
Gigabit Network II)において、大規模・
動的分散型災害情報システムのプロト
タイプを構築し、統一した耐故障性アル
ゴリズムをミドルウェアとして実装し、
各種故障や過負荷の場合を想定し、機能
および性能評価により本方式の有効性
を確認する。 

 
３． 研究の方法 

全体の研究開発項目を以下の8つに細分
し、最終的に総合試験により本研究の有
効性を確認した． 
（1) 無線と有線による大規模防災・災害

情報ネットワークシステム設計し, 
JGN2 上に構築した． 

（2) ネットワーク構成要素であるノー
ドおよびリンク 耐故障方式のアル
ゴリズムの設計し,C 言語により PC
ルータとして開発を行った． 

（3) 有線と無線とのシームレス通信環
境を実現するための複合無線通信プ
ロトコルを設計し C 言語により開発
を行った． 

（4) Web-GIS として「電子国土」を利用
し、分散型災害地理情報システムサ
ーバを設計し、JAVA および JAXTA を
用いて開発を行った． 

（5) JAXTA を用いて有線と無線とネット
ワーク障害発見および復旧プロトコ
ル機能の実現し、性能評価を行った． 

（6) 無線LANおよび小型全方位映像によ
る気球ワイアレスネットワークシス
テムの研究開発を行った． 

（7) 太陽光＋風力発電＋バッテリーに
よる自立型異種無線によるコグニテ
ィブ無線ネットワークシステムの開
発とフィールド実験による性能評価
を行った。 

（8) 上記で開発したシステム全体を
JGN2および無線LANにて統合し総合
試験を行った。 

 
４． 研究成果 

（1) JGN2上に全国5か所にWeb-GISをベ
ースとした大規模分散災害情報共有
ネットワークを構築し、ベンチマー
クによる性能評価を行った結果、十
分な応答性を達成できた。この成果
は JGN2 シンポジウムにて発表し、ベ
ストアプリケーション賞を受賞した． 

（2) 本研究で開発した気球ワイヤレス
ネットワークシステムは、総務省東
北総合通信局主催の「緊急時の気球
ワイヤレス通信システム」としてデ
モンストレーションを行い、一般公
開し、マスコミに取り上げられた． 

（3) 本研究で開発した大規模災害情報
共有しシステムは実際に「新潟内陸
地震」において避難所にて実際に活
用され、その有効性を実証すること
ができた． 

（4) 本研究の成果は、2007～2009 年に渡
り「JGN2 シンポジウム in 岩手」に
て発表し高い評価を得ることが出来
た。 
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